
資料１
佐呂間町保小接続カリキュラム開発会議設置要綱

令和５年４月２８日 教育委員会訓令第５号

(趣旨)

第１条 この要綱は、佐呂間町における幼児教育の質的向上及び小学校教育との円滑な接続を図る

ため、佐呂間町保小接続カリキュラム開発会議(以下「開発会議」という。)を設置し、その運営

に関し必要な事項を定める。

(所掌事務)

第２条 開発会議は、次の各号に掲げる事項について調査研究等を行うものとする。

(１)保小接続カリキュラム及び保小接続円滑化プログラムの策定に関すること。

(２)保小接続カリキュラム及び保小接続円滑化プログラムの分析、検証等に関すること。

(３)教育課程編成指導計画の作成に関すること。

(４)特別な支援を要するこどもや外国人のこどもに対する支援体制の構築に関すること。

(５)その他保小接続に係る必要な事項に関すること。

(組織)

第３条 開発会議の委員は、次の各号に掲げる者で構成し、教育長が任命する。

(１)町内小、中、高等学校校長 ５名

(２)佐呂間町保育所所長 １名

(３)佐呂間町保健福祉課課長 １名

(４)小学校PTA の代表者 １名

(５)近隣市町村の実践者 １名

(６)教育長が指定するコーディネーター 1 名
(７)教育委員会 教育長及び管理課参事 2 名
(８)学識経験者 若干名

(９)その他教育長が必要と認める者

２ 開発会議に、開発ワーキンググループ(以下「ワーキンググループ」という。)を置き、ワーキ

ンググループの委員は、当該専門の事項に経験のある者のうちから教育長が任命する。

(任期)

第４条 開発会議及びワーキンググループの委員(以下「委員」という。)の任期は、任命日から令

和７年３月３１日までとする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者

の残任期間とする。

(会長及び委員長)

第５条 開発会議に会長を置き、教育長をもって充てるものとする。

(１) 会長は、会務を総理し、会議を代表する。

(２) 会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。

２ ワーキンググループに委員長を置き、委員の互選により選任する。また、前項第１号及び第２

号は、ワーキンググループに準用する。この場合において、「会長」とあるのは、「委員長」と読

み替えるものとする。



(会議の招集)

第６条 開発会議は、会長が召集し、ワーキンググループは、委員長が召集する。

(議事)

第７条 開発会議は、会長が招集し、その議長となる。

(１) 開発会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。

(２) 開発会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決するところによ

る。

(３) 開発会議は、協議のため必要と認められる場合は、関係者の出席を求めることができる。

２ 前項の規定は、ワーキンググループに準用する。この場合において、「会長」とあるのは、「委

員長」と読み替えるものとする。

(庶務)

第８条 委員会の庶務は、管理課において処理する。

(委任)

第９条 この要綱に定めるもののほか、開発会議及びワーキンググループの運営に関し必要な事項

は、教育長が別に定める。

附 則

この要綱は、公布の日から施行する。



資料２
佐呂間町子どもの読書活動推進計画策定委員会規則

平成２６年 ３月１８日

教育委員会規則第 ３号

(設置)

第１条 子どもの読書活動の推進に関する法律(平成13年法律第154号)の規定に基づき、佐呂間町の子

ども読書活動推進計画を策定するに当たり、当該計画の策定に資するため、佐呂間町子ども読書活動推

進計画策定委員会(以下「委員会」という。)を設置する。

(所掌事務)

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌し、教育長に報告する。

(１) 佐呂間町子ども読書活動推進計画の策定に関すること。

(２) その他子ども読書活動推進のため必要な事項に関すること。

(組織)

第３条 委員会は、10人以内の委員をもって組織する。

２ 委員は、次に掲げる者の中から佐呂間町教育委員会(以下「教育委員会」という。)が任命するものと

する。

(１) 学識経験者

(２) 学校教育及び社会教育の関係者

(３) その他教育委員会が必要と認める者

(任期)

第４条 前条第２項の規定により任命された委員の任期は、任命された日から佐呂間町子ども読書活動推

進計画が策定されたときまでとする。

(委員長及び副委員長)

第５条 委員会に委員長及び副委員長各１人を置く。

２ 委員長及び副委員長は、互選により選出する。

３ 委員長は、委員会を総理し、委員会を代表する。

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。

(会議)

第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、議長となる。

(意見聴取)

第７条 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見又は説明を聞くこ

とができる。

(庶務)

第８条 委員会の庶務は、図書館において処理する。

(報酬及び費用弁償)

第９条 委員には、特別職及びその他の報酬額、費用弁償額及びその支給方法に関する条例(昭和31年条
例第22号)に基づき報酬及び費用弁償を支給する。

(その他)

第10条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って定め

る。

附 則

１ この規則は、公布の日から施行する。

２ この規則による委員会の最初の会議は、第６条の規定にかかわらず、教育長が招集する。

附 則

この規則は、公布の日から施行し、令和６年４月１日から適用する。



資料3
学校における働き方改革 佐呂間町アクション・プラン(第３期)【概要版】

Ⅰ はじめに

〇 学校における働き方改革は、教員自身がこれまでの働き方改革を見直し、子どもたちと向き合う時間や

自らの学びを深めるための時間を確保することで、「質の高い学び」と「持続可能な学校」の実現につな

がるものである。

Ⅱ これまでの取組の成果と課題

〇 佐呂間町教育委員会は、これまで「働き方改革手引「Road」の積極的な活用」、「ＩＣＴを積極的に活用

した業務等の推進」など６項目を重点取組として推進してきたほか、調査業務の廃止・簡素化、専門スタ

ッフの配置等に取り組んできた。

こうした取組により、教員の時間外在校等時間状況に改善はみられるもの、依然として一部目標達成に

は至っていない状況である。

Ⅲ アクション・プラン(第３期)の基本的な方針

〇 学校における働き方改革の目的は、「教員のこれまでの働き方を見直し、自らの授業を磨くとともに日々

の生活の質や教職人生を豊かにすることで、自らの人間性や創造性を高め、子どもたちに対して効果的な

教育活動をおこなうことができるようになること」である。

〇 働き方改革の理念を実現するため、アクション・プラン策定以降の教育を取り巻く状況の変化を的確に

反映させるとともに、これまでの取組の成果や課題を踏まえた新たなアクション・プランを策定し、より

実効性の高い働き方改革を推進していく。

【重視する視点】

改革を

『自分事』に

ワークライフバランスを意識した働き方

改革を追求し、教職員のウェルビーイング

の向上と、子どもたちの学びの伸長

『自走』する

チーム

未来につながる教育活動の実現を目指し、

対話を通して、学び合い・支え合うチーム

を構築

地域との

『協働』

コミュニティ・スクールと地域学校協働活

動の一体的推進を図り、地域・保護者・教

職員の参画と熟議でバランスある分担を

実現

【目 標】

〇目 標
教育職員の「時間外在校等時間」を、１

か月で45時間以内、１年間で360時間
以内とする。

〇目指す姿
教員一人一人が、「変わってきた」と実
感できる働き方改革の推進

〇取組期間
令和６年度(2024年度)から令和８年
度(2026年度)までの３年間

Ⅳ アクション・プラン(第３期)の具体的な取組

Action 具体的な取組

１ 校務の効率化と役割分担 重点

重点

ＩＣＴの活用による校務効率化の推進

保護者・地域等との連携協働

専門スタッフ等の配置促進 など

２ 部活動指導に関わる負担の軽減 重点部活動休養日等の完全実施

指導・運営に係る体制の構築

大会等に係る負担の軽減 など

３ 学校運営体制の見直しなどによる改善 重点教頭の業務縮減

学校行事の精選・重点化

適切な教育課程の編成・実施 など

４ 意識の変容を促す取組 重点働き方改革の意識を高める取組の推進

ワークライフバランスを意識した働き方の推進

働き方改革に関する研修の実施 など

５ 学校サポート体制の充実 重点メンタルヘルス対策の推進等

トラブル等に直面した際のサポート体制の構築

調査業務等の見直し など





資料４

令和6年6月24日開催 第５回教育委員会配布資料 社会教育課

１.開催事業について

(1)「第39回サロマ湖100kmウルトラマラソン大会」の開催について

開催日：6月30日(日)

100kmの部：午前5時 湧別総合体育館前スタート

50kmの部：午前10時 佐呂間町100年広場スタート

別紙１「開催要項」

別紙２「参加者内訳」

(2)「石器等巡回展示」の実施について

展示日程：①佐呂間小学校

６月１１日(火)～６月１４日(金)

②若佐小学校

６月１７日(月)～６月２１日(金)

③浜佐呂間小学校

６月２４日(月)～７月３日(水)

授業実施日時：①佐呂間小学校

６月１２日(水)４時間目(５年生)

②若佐小学校

６月２１日(金)２時間目(５・６年生)

講師：石器等保有者 伊東 一氏(知来在住)

地域おこし協力隊 鈴木身江子

内容：①石器等の収集を始めたエピソード、発見・発掘した

経緯や化石の時代による変化・石器の使用方法など

の説明。

②石器を使用し道具を製作する体験学習



資料５
○佐呂間町学校体育文化活動費助成規則

平成19年９月28日教育委員会規則第５号

改正

平成24年１月30日教委規則第１号

平成28年３月16日教委規則第１号

令和６年６月24日教委規則第 号

(目的)

第１条 この規則は、町内小中学校児童生徒、佐呂間高校生徒の体育活動及び文化活動の総合的

な振興を図るため、各種大会等に出場する場合の出場経費を助成することを目的とする。

(対象となる大会等)

第２条 この規則により助成の対象となる大会等は、次のとおりとする。

(１) 小学校関係機関又は関連団体が主催又は共催等をする大会

(２) 中学校体育連盟及び中学校文化連盟が主催又は共催等をする大会

(３) 高校体育連盟及び高校文化連盟並びに高校野球連盟が主催又は共催等をする大会

(４) 前３号の大会等に準ずる大会等で教育長が特に認めたもの

２ 前項各号に定める大会等でブロック、地区の予選がなく直接管内大会以上の大会等に出場す

る場合は、教育長が出場に相当する実力があると認めた場合に限る。

(助成の対象となる人員)

第３条 前条に規定する大会等に出場する場合の助成対象となる児童・生徒及び教職員等の人員

は、次のとおりとする。

(１) 選手等(補欠選手を含む)は、大会規定に定める登録選手の範囲以内とする。

(２) 引率教職員(又は引率者)は、２名までとする。ただし、正当な理由により引率に不足

が生じる場合は教育長が認めた場合に限り増員する。

(３) 外部指導者は、１名とする。ただし、日常的に指導に当たっているものに限る。また正

当な理由により増員が必要な場合は教育長が決定する。

(４) 大会規定に人員の定めがない場合は、教育長と対象学校長が協議し決定する。

(助成する経費)

第４条 助成する経費は、①交通費②宿泊費③食事代④諸経費とし、助成金額は別表１に定める。

(１) 交通費は、原則公共交通機関(汽車・バス・飛行機等)を使用した運賃とする。ただし、

貸切バス等を利用することが経済的、合理的である場合は、その借上料とする。なお、町有

バスを使用する場合は、助成しない。

(２) 宿泊費は、大会日程及び開催地等、宿泊が適当と認められる場合に限り助成するものと

する。

(３) 食事代は、宿泊を要する場合に助成するものとする。

(４) 諸経費は、大会出場に係る必要な経費として教育長が認めたもので、領収書等で支出が

確認できるものとする。

(５) 大会出場にあたり他団体等から助成を受けている場合は、その金額を対象経費から控除

するものとする。

(助成金の申請・決定・交付)

第５条 助成金の交付の申請・決定・交付等については、佐呂間町補助金交付規則(平成９年規

則第５号)を準用する。

(委任)

第６条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は教育長(教育委員会)が別に定める。

附 則
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この規則は、公布の日から施行し、平成19年４月１日から適用する。ただし、平成19年度に限

りすでに他の制度により助成を受けている場合は、本規則による助成額から控除するものとする。

附 則(平成24年１月30日教委規則第１号)

この規則は公布の日から施行し、平成23年４月１日から適用する。

附 則(平成28年３月16日教委規則第１号)

この規則は公布の日から施行し、平成28年４月１日から適用する。

附 則(令和６年６月24日教委規則第 号)

この規則は公布の日から施行する。

別表１(第４条関係)

区分 金額 適用

交通費 実費(急行料金等

を含む)

１)出発地から大会開催地までの鉄道又は路線バス並びに飛行

機による最短距離の運賃及び特急料金。ただし、各種割引

料金の適用を受けられる場合は、その運賃とする。

宿泊費 佐呂間町旅費支

給条例(昭和31
年条例第21号。以

下「旅費支給条

例」という。)を

準用し算出する

ものとする

１)２食(夕食・朝食)分を含む。

２)旅費支給条例を超えない場合は実費とする。

３)宿泊日数は、開催地及び大会日程を考慮し決定する。

食事代 １食1,000円を上

限とする

１)1,000円を超えない場合は実費とする。

２)主催者において斡旋がある場合、並びに開催地の都合で

1,000円以下の昼食が手配できない場合は実費とする。

諸経費 実費 １)大会参加料・用具運搬費等で教育長が必要経費と認めたも

ので、領収書等で金額、支出が確認できるもの
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資料６

「佐呂間高等学校存続対策協議会」構成

会 員 役 職 名 新 旧

(１) 佐呂間町長 武田温友 武田温友

(２) 佐呂間町副町長 玉井伸一 玉井伸一

(３) 佐呂間町議会議長 佐藤昭男 佐藤昭男

(４) 佐呂間町議会産業文教常任委員長 三田真美 三田真美

(５) 佐呂間町教育委員会教育長 二神孝久 谷 川 敦

(６) 佐呂間町自治会連合会長 村岡竹雄 村岡竹雄

(７) 佐呂間中学校長 安田吉雄 安田吉雄

(８) 佐呂間中学校ＰＴＡ会長 河井裕樹 石川勝義

(９) 佐呂間町立小中学校校長会長 小林冬季 二神孝久

(10) 佐呂間町ＰＴＡ連合会長 杉山友洋 (石川勝義)

(11) 佐呂間高等学校長 山崎逸子 山崎逸子

(12) 佐呂間高等学校ＰＴＡ会長 野津哲弥 阿 部 真

(13) 佐呂間高等学校同窓会長 三田真美 (三田真美)

(14) 佐呂間町商工会長 須田一寛 高橋俊道

事務局 佐呂間町教育委員会管理課

(令和６年６月24日現在)

※ 下線部は今回選任し委嘱する委員


